
（別紙３）

～ ２０２５年　３月　３１日

（対象者数） ２５名 （回答者数） ２0名

～ ２０２５年　３月　１０日

（対象者数） 7名 （回答者数） ７名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

オリジナルの感覚統合遊びプログラムを導入など。

2

保育園や幼稚園への訪問による連携。

3

マニュアルの活用をして安全に配慮した運営をする。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

支援会議の定期実施。

2

ルーティン業務の標準化と役割分担

3

職員間で支援方法や接し方に差がある

一人ひとりに合わせた個別支援計画を丁寧に作成し、保護者と

も連携を取りながら実施。

季節ごとの制作、クッキング、お買い物ごっこ、サーキットな

ど多彩な活動。

○事業所名 まるたらんち

○保護者評価実施期間
２０２５年　３月　１日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
２０２５年　３月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
２０２５年　４月３０　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

不安や悩みを気軽に相談できる雰囲気づくりに努めています。 子どもたちが楽しみながら成長できる機会を多く用意。

お庭や課外活動など積極的に外出して心身の成長を促してい

る。

送迎時など保護者や園と会話をしコミュニケーションを図る。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

「LINEなどSNSでの連絡対応にも柔軟に対応。 ケース検討やスーパービジョンの活用

専門性の高いスタッフの配置が出来ていること。 実績入力や記録作成がアナログで非効率

環境の整備。 新しい広場を作る。

事業所における自己評価総括表公表


